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齢者住宅（サ高住）や軽費老人ホーム（ケアハウス）に始まり，各種の有料老人ホーム，介護老人福祉施設

（特養）など多岐に渡る．また，認知機能低下に対応する施設としては，認知症対応型共同生活介護（グル

ープホーム，GH）や精神科を有するホームなどが考えられる．一方，透析患者はこれらに加えて週 3 回の

透析医療が必須であり，さらに困難な生活環境に置かれている．

高齢透析者の生活維持に必要と思われる種々の要素についてマトリックスとして図 2 に提示してみる．

〈我々の対応〉

高齢化により出現する多種多様な問題に対応できる充分な解は得られていない．一方で透析施設を開設以

来 30 年余り，この間に筆者は独自の構想として，透析医療を中核に置いた高齢者総合サポートシステムを

構築した．透析施設とともに種々の介護施設を配置し，医療と介護と高齢者生活を密接に連携し運営する事

でその解答を求めてみようと試みている．その構想については次ページの図 3《SMG サービス連環の将来

構想》を参照して頂きたい．

図 2
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図 3　SMG サービス連環の将来構想
（SMG：新里メディケアグループ，SSS：生活資材供給有限会社）


